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１．組織の概要 

 

(1) 事業者名及び代表者名 

株式会社 西川興業 

  代表取締役 西川 達也 

 

(2) 所在地 

本社（登記上） 〒336-0912 埼玉県さいたま市緑区馬場１－１０－２ 

御蔵事業所   〒337-0033 埼玉県さいたま市見沼区御蔵６５８－１ 

 

(3) 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

環境管理責任者（兼担当者） 薄田 真也 

連絡先 TEL：048-872-7001    FAX：048-872-7002 

 

(4) 事業活動の内容 

一般建設業（土木工事業、とび・土工工事業、管工事業、舗装工事業） 

 

(5) 事業の規模（令和 4 年度） 

① 売上高  308 百万円 

② 従業員  10 名（社員 9 名、パート 1 名） 

③ 事業所延べ床面積 61 ㎡ 

 

(6) 法人設立年月日 

1991 年 3 月 25 日 

 

(7) 資本金 

2,000 万円 

 

  (8) 売上高 

308 百万円 (令和 4 年度) 

 

(9) 許可の内容（許可番号、許可年月日、許可の有効年月日） 

①一般建設業 

許可番号： 埼玉県知事 許可 (般－3) 第 49478 号 

許可の有効期間： 平成 29 年 3 月 30 日から令和 9 年 3 月 29 日まで 

建設業の種類： 土木工事業、とび・土工工事業、管工事業、舗装工事業 



ｆ②産業廃棄物収集運搬業許可証 

許可番号： 埼玉県知事 1101061607 

許可の年月日： 令和元年 8 月 5 日 

許可の有効年月日： 令和 6 年 6 月 20 日 

 

 

２．対象範囲（認証・登録範囲） 

(1) 対象組織 

株式会社西川興業の全組織とする。 

  (2) 活動 

    土木工事業、とび・土工工事業、管工事業、舗装工事業  



３．環境経営方針

組みます。

環　境　経　営　方　針

<基本理念>

　西川興業は、建設業としての事業活動がどのような

環境影響を及ぼしているかをよく理解し、大切な自然

環境を次の世代に引き継ぐ為、環境負荷を低減する

２、事業活動に伴う環境負荷を低減する為、次の活動を

とともに、全従業員一丸となって環境保全活動に取り

代表取締役社長　西川　達也

　　　・水資源の節約。

　　　・廃棄物の分別リサイクル及び削減。

３、環境関連法規制や環境に関し、当社が約束したこと

　　公表します。

４、環境方針は全従業員に周知するとともに、社外に

　令和4年11月8日

　　を遵守します。

<行動指針>

１、当社は環境方針を事業活動に取り入れ、地域社会と

　　協力し、環境への取組みの継続的改善につとめます。

　　実施します。

　　　・二酸化炭素排出量の削減。

株式会社　西川興業



４．実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．環境経営目標 

（注1）現場では発電機（軽油）を使用している。

（注2）事業所では飲料水は購入、その他は井戸水を使用しており、計量器はない。

100%

（注3）現場の上水は顧客よりの支給か事業所からの持ち込みである。

ー

製品の環境性能向上
サービスの改善

コピー紙使用量
削減

基準年度の
3%削減

ー 全ての本舗装工事で実施

基準年度の
3%削減
43,650　枚

基準年度の
3%削減
71.97 kg

水使用量
削減

水使用量
削減

0 m3

（注2）
（注3）

建設副産物
リサイクル

100% 100% 

廃棄物排出量
削減

45,000　枚
（注4）

74.20 kg
（注4）

節水の励行

基準年度の
3%削減

化石燃料使用量
削減

26,302.52

kg-CO2

65,335.92

kg-CO2

基準年度の
3%削減

88,889.29

kg-CO2

基準年度の
3%削減

基準年度の
3%削減

二酸化炭素
排出量削減

電力使用量
削減

6,085.17

kg-CO2

（注1）

基準年度の
3%削減
5,902.61

kg-CO2

基準年度の
3%削減

取組項目 内　容

2018年度（基準年度）
実　績 2022年度

目　標
2023年度
目　標

2024年度
目　標

事業所 建設現場

（注5）透・排水性舗装の性能向上は2019年度よりの取り組み。

ｼｭﾚｯﾀﾞｰごみ
削減

ー

（注4）コピー紙の使用量、シュレッダーごみの排出量は2019年度実績が基準である。

（注5）

基準年度の
3%削減

透・排水性舗装
の性能向上

（適正な温度管理）

 

工事部門環境責任者 事務部門環境責任者

代表者
西川　達也

環境管理責任者
薄田　真也

井之上　徳英 西川　信子

工事部門 事務部門



６．環境経営計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．環境経営目標の実績 

 

備考）二酸化炭素の排出係数は東京電力の 2022 年度速報値（0.376kg-CO2/kwh）を用いている。 

環境目標 実　　績

kg-CO2 5,902.61 4,912.44

kg-CO2 88,889.29 69,283.45

- 節水の励行 節水の励行

-

枚 43,650 35,000

ｼｭﾚｯﾀﾞｰごみ
削減

kg 71.97 78.10

透・排水性舗装の
性能向上

（適正な温度管
理）

-
全ての

本舗装工事で実
施

今年度
本舗装工事なし

(評価)　○：達成　　△：ほぼ達成　　×：不達成

電力使用量
削減

○

廃棄物排出量
削減

建設副産物
リサイクル

100% 100%

取組項目 単位 達成状況
期間：2022.7.1～～2023.6.30

二酸化炭素
排出量削減

○

△

化石燃料
使用量削減

○

製品の環境性能向上
サービスの改善

－

○

コピー紙使用量
削減（注1）

水使用量削減 ○

対象 実施方法 

 ・不要な証明の消灯 事業所 スイッチにシールで表示 
月毎のミーティングで確認 

 ・OA機器の節電 事業所 

機器は節電モードにする 
機器の電源はこまめに切る 
（機器にシールで表示） 
月毎のミーティングで確認 

 ・節電型機器・器具の導入 事業所 更新時に順次交換する 

 ・エアコン温度の適正管理 事業所 
設定：冷房 28℃（注：暖房はガス） 
コントローラにシールで表示 
月毎のミーティングで確認 

 ・エアコンフィルターの清掃 事業所 １回/2 ヶ月（夏季：6 月ー9月） 
 ・アイドリングストップの推進 
 ・急発進、急ブレーキの禁止 
 ・現場に行くときの車の乗り合わせ 現場 月毎のミーティングで確認 
 ・低燃費車への切り替え 事業所 更新時に順次切り代える 

水使用量削減  ・水を出しっぱなしにせず、こまめに止める 事業所、現場 流しにシールで表示 
月毎のミーティングで確認 

 ・建設副産物のマニフェスト管理の徹底 事業所 「建設廃棄物処理台帳」で管理する 
 ・分別回収の徹底 事業所 分別容器を用意する 

 ・使用済みコピー紙の裏紙使用 事業所 コピー機にシールで表示 
月毎のミーティングで確認 

 ・印刷前のプレビュー確認 
  （ミスプリントの削減） 事業所 月毎のミーティングで確認 

製品の環境性能向上 
サービスの改善  ・透・排水性舗装の性能向上 現場 適正な温度管理 

廃棄物 
排出量削減 

環境経営活動 

二酸化炭素 
排出量削減 

事業所、現場 車内にシールで表示 
月毎のミーティングで確認 



８．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

 

環境経営目標 環境経営計画
実施状況・評価結果
（22.7.1～23.6.30）

次年度の取組内容
（23.7.1～24.6.30）

　・不要な照明の消灯 ○ 取組を継続する。

　・OA機器の節電 ○ 取組を継続する。

　・節電型機器・器具の購入 （今年度更新なし） より積極的に取組む。

　・エアコン温度の適正管理 ○ 取組を継続する。

　・エアコンフィルターの清掃 ○ 取組を継続する。

　・アイドリングストップの推進 ○ 取組を継続する。

　・急発進、急ブレーキの禁止 ○ 取組を継続する。

　・現場に行くときの車の乗り
　　合わせ

○ 取組を継続する。

　・低燃費車への切り替え ○
更新時期の来た車両か
ら切り替える。

水使用量削減
　・水を出しっぱなしにせず、
　　こまめにとめる

○ 取組を継続する。

　・建設副産物のマニフェスト
　　管理の徹底

○ 取組を継続する。

　・分別回収の徹底 ○ 取組を継続する。

　・使用済みコピー紙の
　　裏紙使用

○
取組を継続し、文書の
電子化の推進

　・印刷前のプレビュー確認
　　（ミスプリントの削減）

○ 取組を継続する。

製品の環境性能向
上

サービスの改善
　・透・排水性舗装の性能向上 ○ 取組を継続する。

（評価）　○：十分実施した。　△：実施は不十分。、　×：実施に問題がある。

二酸化炭素
排出量削減

廃棄物排出量
削減

 

 

９．主な環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去 5年間にわたって環境関連法規制等に関する違反、訴訟は１件も発生していません。 

法規制名 遵守状況 違反・訴訟

騒音規制法 ○ なし

振動規制法 ○ なし

廃棄物処理法 ○ なし

自動車リサイクル法 ○ なし

家電リサイクル法 ○ なし

道路運送車両法 ○ なし

自動車NOｘ・PM法 ○ なし

オフロード法 ○ なし

浄化槽法 ○ なし



１０．代表者による全体評価と見直しの結果 

・環境経営目標の達成状況：　　□　達成　　■　概ね達成（　　　　　）　　□　未達成（　　　　　　　）

・環境経営計画の実施・運用結果：　■　良好　　□　一部問題あり（　　　　　　　　　　　）

・環境関連法規等の遵守状況：　　■　良好　　　□　一部問題あり（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・外部からの環境に関する苦情・要望：　　□　あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　■　なし

・その他

《　見直し　》

・システムは有効に機能しているか：　　　　　　　 ■　いる　　　□　問題あり（　　　　　　　　　　　）

・環境への取組は適切に実施されているか：　　■　適切　　□　概ね適切　　□　不適切

・環境経営方針：　　□　あり　　　■　なし　

・環境経営目標：　　□　あり　　　■　なし

・環境経営計画：　　□　あり　　　■　なし

・実施体制：　　□　あり　　　■　なし

・環境経営システム：　　□　あり　　　■　なし

・その他：　　□　あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　■　なし

・ 工事量は増えているが、二酸化炭素排出量等、主要な目標は達成されている。

・ 今年度の結果は、コロナ禍の影響が残るにもかかわらず、社員全員が真面目に取り
組んだ成果と評価する。

・ この結果に満足することなく、今後も環境管理責任者を支え、全員参加で誠実に取り
組んでほしい。

令和5年7月14日

株式会社　西川興業

代表取締役社長 西川　達也

備考）見直しは年１回、環境管理責任者からの報告、環境経営レポート等に基づき実施する。

《　評　価　》

《　指示事項　》

《　変更の必要性　》

 


